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労
働

時
間

等
設

定
改

善
指

針
の

一
部

を
改

正
す

る
告

示
案

※
労

働
時

間
等

設
定

改
善

指
針

（
平

成
２

０
年

厚
生

労
働

省
告

示
第

１
０

８
号

）
に

つ
い

て
、

「
労

働
時

間
等

設
定

改
善

指
針

の
一

部
を

改
正

す
る

告
示

案
」

に
即

し
て

、
現

行
と

改
正

後
を

対
比

す
る

形
式

に
し

て
示

し
た

も
の

。

現
行

改
正

案

労
働

時
間

等
設

定
改

善
指

針
労

働
時

間
等

設
定

改
善

指
針

我
が

国
は

、
経

済
的

地
位

に
お

い
て

は
世

界
有

数
の

水
準

に
達

し
我

が
国

は
、

経
済

的
地

位
に

お
い

て
は

世
界

有
数

の
水

準
に

達
し

た
が

、
そ

の
経

済
的

地
位

に
ふ

さ
わ

し
い

豊
か

で
ゆ

と
り

あ
る

労
働

た
が

、
そ

の
経

済
的

地
位

に
ふ

さ
わ

し
い

豊
か

で
ゆ

と
り

あ
る

労
働

者
生

活
の

実
現

に
つ

い
て

は
、

多
く

の
課

題
を

抱
え

て
き

た
。

者
生

活
の

実
現

に
つ

い
て

は
、

多
く

の
課

題
を

抱
え

て
き

た
。

こ
の

よ
う

な
中

で
、

労
使

の
真

し
な

取
組

に
よ

り
労

働
時

間
の

短
こ

の
よ

う
な

中
で

、
過

去
に

労
働

時
間

短
縮

の
目

標
と

し
て

掲
げ

縮
は

着
実

に
進

み
、

近
年

に
お

い
て

は
、

1
,
8
4
2
時

間
(
平

成
1
8
年

度
)

ら
れ

て
き

た
年

間
総

実
労

働
時

間
1
,
8
0
0
時

間
に

つ
い

て
は

、
労

使
の

と
な

り
、

過
去

に
労

働
時

間
短

縮
の

目
標

と
し

て
掲

げ
ら

れ
て

き
た

真
し

な
取

組
に

よ
り

労
働

時
間

の
短

縮
は

着
実

に
進

み
、

近
年

は
お

年
間

総
実

労
働

時
間

1
,
8
0
0
時

間
の

目
標

を
お

お
む

ね
達

成
す

る
こ

と
お

む
ね

1
,
8
0
0
時

間
台

前
半

で
推

移
し

て
い

る
。

が
で

き
た

。
し

か
し

な
が

ら
、

そ
の

内
実

を
見

る
と

、
全

労
働

者
平

均
の

労
働

し
か

し
な

が
ら

、
そ

の
内

実
を

見
る

と
、

全
労

働
者

平
均

の
労

働
時

間
が

短
縮

し
た

原
因

は
、

主
に

、
労

働
時

間
が

短
い

者
の

割
合

が
時

間
が

短
縮

し
た

原
因

は
、

主
に

、
労

働
時

間
が

短
い

者
の

割
合

が
増

加
し

た
結

果
で

あ
り

、
い

わ
ゆ

る
正

社
員

等
に

つ
い

て
は

、
平

成
1

増
加

し
た

結
果

で
あ

り
、

い
わ

ゆ
る

正
社

員
等

に
つ

い
て

は
2
,
0
0
0
時

8
年

度
に

お
い

て
は

2
,
0
2
4
時

間
と

な
っ

て
お

り
、

依
然

と
し

て
労

働
間

前
後

で
推

移
し

て
お

り
、

依
然

と
し

て
労

働
時

間
は

短
縮

し
て

い
時

間
は

短
縮

し
て

い
な

い
。

一
方

、
労

働
時

間
が

長
い

者
と

短
い

者
な

い
。

一
方

、
労

働
時

間
が

長
い

者
と

短
い

者
の

割
合

が
共

に
増

加
の

割
合

が
共

に
増

加
し

、
い

わ
ゆ

る
「

労
働

時
間

分
布

の
長

短
二

極
し

、
い

わ
ゆ

る
「

労
働

時
間

分
布

の
長

短
二

極
化

」
が

進
展

し
て

い
化

」
が

進
展

し
て

い
る

。
ま

た
、

年
次

有
給

休
暇

の
取

得
率

は
低

下
る

。
ま

た
、

年
次

有
給

休
暇

の
取

得
率

は
低

下
傾

向
に

あ
る

。
さ

ら
傾

向
に

あ
る

。
さ

ら
に

、
長

い
労

働
時

間
等

の
業

務
に

起
因

し
た

脳
に

、
長

い
労

働
時

間
等

の
業

務
に

起
因

し
た

脳
・

心
臓

疾
患

に
係

る
・

心
臓

疾
患

に
係

る
労

災
認

定
件

数
は

高
水

準
で

推
移

し
て

い
る

。
労

災
認

定
件

数
は

高
水

準
で

推
移

し
て

い
る

。
そ

し
て

、
急

速
な

少
そ

し
て

、
急

速
な

少
子

高
齢

化
、

労
働

者
の

意
識

や
抱

え
る

事
情

の
子

高
齢

化
、

労
働

者
の

意
識

や
抱

え
る

事
情

の
多

様
化

等
が

進
ん

で
多

様
化

等
が

進
ん

で
い

る
。

い
る

。
（

略
）

（
略

）

１
労

働
時

間
等

の
設

定
の

改
善

に
関

す
る

基
本

的
考

え
方

１
労

働
時

間
等

の
設

定
の

改
善

に
関

す
る

基
本

的
考

え
方

(
１

)
～

（
４

）
（

略
）

(
１

)
～

（
４

）
（

略
）

(
５

)
他

の
法

令
、

計
画

等
と

の
連

携
(
５

)
他

の
法

令
、

計
画

等
と

の
連

携
こ

の
指

針
は

、
労

働
時

間
等

の
設

定
に

係
る

他
の

法
令

、
計

画
こ

の
指

針
は

、
労

働
時

間
等

の
設

定
に

係
る

他
の

法
令

、
計

画
、

指
針

等
と

矛
盾

す
る

も
の

で
は

な
く

、
そ

れ
ら

を
前

提
に

、
事

、
指

針
等

と
矛

盾
す

る
も

の
で

は
な

く
、

そ
れ

ら
を

前
提

に
、

事
業

主
等

が
留

意
す

べ
き

事
項

に
つ

い
て

定
め

る
も

の
で

あ
る

。
し

業
主

等
が

留
意

す
べ

き
事

項
に

つ
い

て
定

め
る

も
の

で
あ

る
。

し
た

が
っ

て
、

事
業

主
が

労
働

時
間

等
の

設
定

の
改

善
を

図
る

に
当

た
が

っ
て

、
事

業
主

が
労

働
時

間
等

の
設

定
の

改
善

を
図

る
に

当
た

っ
て

は
、

憲
章

及
び

行
動

指
針

を
踏

ま
え

て
取

り
組

む
と

と
も

た
っ

て
は

、
憲

章
及

び
行

動
指

針
を

踏
ま

え
て

取
り

組
む

と
と

も
に

、
次

世
代

育
成

支
援

対
策

推
進

法
(
平

成
1
5
年

法
律

第
1
2
0
号

)
第

に
、

次
世

代
育

成
支

援
対

策
推

進
法

(
平

成
1
5
年

法
律

第
1
2
0
号

)
第

7
条

第
1
項

に
規

定
す

る
行

動
計

画
策

定
指

針
(
平

成
1
5
年

国
家

公
安

7
条

第
1
項

に
規

定
す

る
行

動
計

画
策

定
指

針
(
平

成
2
1
年

国
家

公
安

委
員

会
・

文
部

科
学

省
・

厚
生

労
働

省
・

農
林

水
産

省
・

経
済

産
委

員
会

・
文

部
科

学
省

・
厚

生
労

働
省

・
農

林
水

産
省

・
経

済
産

業
省

・
国

土
交

通
省

・
環

境
省

告
示

第
1
号

)
、

「
少

子
化

社
会

対
業

省
・

国
土

交
通

省
・

環
境

省
告

示
第

1
号

)
、

「
子

ど
も

・
子

育
策

大
綱

」
(
平

成
1
6
年

6
月

4
日

閣
議

決
定

)
、

「
少

子
化

社
会

対
策

て
ビ

ジ
ョ

ン
」

（
平

成
2
2
年

１
月

2
9
日

閣
議

決
定

）
等

を
踏

ま
え

大
綱

に
基

づ
く

重
点

施
策

の
具

体
的

実
施

計
画

に
つ

い
て

」
(
平

成
た

少
子

化
対

策
等

に
も

取
り

組
む

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
1
6
年

1
2
月

2
4
日

少
子

化
社

会
対

策
会

議
決

定
)
、

「
新

し
い

少
子

化
対

策
に

つ
い

て
」

(
平

成
1
8
年

6
月

2
0
日

少
子

化
社

会
対

策
会

議
決

定
)
、

「
『

子
ど

も
と

家
族

を
応

援
す

る
日

本
』

重
点

戦
略

」
(
平

成
1
9
年

1
2
月

2
7
日

少
子

化
社

会
対

策
会

議
決

定
)
等

を
踏

ま
え

た
少

（
別

紙
）



子
化

対
策

等
に

も
取

り
組

む
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

な
お

、
行

動
指

針
に

お
い

て
は

、
仕

事
と

生
活

の
調

和
し

た
社

な
お

、
行

動
指

針
に

お
い

て
は

、
仕

事
と

生
活

の
調

和
し

た
社

会
の

実
現

に
向

け
た

企
業

、
働

く
者

、
国

民
、

国
及

び
地

方
自

治
会

の
実

現
に

向
け

た
企

業
、

働
く

者
、

国
民

、
国

及
び

地
方

自
治

体
の

取
組

を
推

進
す

る
た

め
の

社
会

全
体

の
目

標
と

し
て

別
表

の
体

の
取

組
を

推
進

す
る

た
め

の
社

会
全

体
の

目
標

と
し

て
別

表
の

と
お

り
定

め
ら

れ
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
り

、
事

業
主

が
労

働
時

間
と

お
り

定
め

ら
れ

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

る
。

し
か

し
、

特
に

年
次

等
の

設
定

の
改

善
を

図
る

に
当

た
っ

て
は

、
こ

の
よ

う
な

社
会

全
有

給
休

暇
の

取
得

率
に

つ
い

て
は

、
目

標
に

比
べ

て
顕

著
な

改
善

体
の

目
標

の
内

容
も

踏
ま

え
、

各
企

業
の

実
情

に
応

じ
て

仕
事

と
が

見
ら

れ
な

い
状

況
に

あ
る

。
事

業
主

が
労

働
時

間
等

の
設

定
の

生
活

の
調

和
の

実
現

に
向

け
て

計
画

的
に

取
り

組
む

こ
と

が
必

要
改

善
を

図
る

に
当

た
っ

て
は

、
こ

の
よ

う
な

社
会

全
体

の
目

標
の

で
あ

る
。

内
容

も
踏

ま
え

、
各

企
業

の
実

情
に

応
じ

て
仕

事
と

生
活

の
調

和
の

実
現

に
向

け
て

計
画

的
に

取
り

組
む

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

２
事

業
主

等
が

講
ず

べ
き

労
働

時
間

等
の

設
定

の
改

善
の

た
め

の
措

２
事

業
主

等
が

講
ず

べ
き

労
働

時
間

等
の

設
定

の
改

善
の

た
め

の
措

置
置

（
１

）
事

業
主

が
講

ず
べ

き
一

般
的

な
措

置
（

１
）

事
業

主
が

講
ず

べ
き

一
般

的
な

措
置

ハ
年

次
有

給
休

暇
を

取
得

し
や

す
い

環
境

の
整

備
ハ

年
次

有
給

休
暇

を
取

得
し

や
す

い
環

境
の

整
備

労
働

者
が

心
身

の
疲

労
を

回
復

さ
せ

、
健

康
で

充
実

し
た

生
活

を
労

働
者

が
心

身
の

疲
労

を
回

復
さ

せ
、

健
康

で
充

実
し

た
生

活
を

送
る

た
め

に
は

、
原

則
と

し
て

労
働

者
が

そ
の

取
得

時
季

を
自

由
に

送
る

た
め

に
は

、
原

則
と

し
て

労
働

者
が

そ
の

取
得

時
季

を
自

由
に

設
定

で
き

る
年

次
有

給
休

暇
の

取
得

が
必

要
不

可
欠

で
あ

る
。

ま
た

設
定

で
き

る
年

次
有

給
休

暇
の

取
得

が
必

要
不

可
欠

で
あ

る
。

ま
た

、
育

児
・

介
護

等
に

必
要

な
時

間
の

確
保

に
も

資
す

る
と

考
え

ら
れ

、
育

児
・

介
護

等
に

必
要

な
時

間
の

確
保

に
も

資
す

る
と

考
え

ら
れ

る
。

特
に

、
労

働
者

が
仕

事
を

重
視

し
た

生
活

設
計

を
す

る
こ

と
に

る
。

特
に

、
労

働
者

が
仕

事
を

重
視

し
た

生
活

設
計

を
す

る
こ

と
に

よ
り

、
労

働
が

長
時

間
に

及
ぶ

場
合

に
お

い
て

は
、

年
次

有
給

休
暇

よ
り

、
労

働
が

長
時

間
に

及
ぶ

場
合

に
お

い
て

は
、

年
次

有
給

休
暇

の
取

得
が

健
康

の
保

持
の

た
め

に
重

要
で

あ
る

。
の

取
得

が
健

康
の

保
持

の
た

め
に

重
要

で
あ

る
。

し
か

し
な

が
ら

、
年

次
有

給
休

暇
に

つ
い

て
は

、
周

囲
に

迷
惑

が
し

か
し

な
が

ら
、

年
次

有
給

休
暇

に
つ

い
て

は
、

周
囲

に
迷

惑
が

か
か

る
こ

と
、

後
で

多
忙

に
な

る
こ

と
、

職
場

の
雰

囲
気

が
取

得
し

か
か

る
こ

と
、

後
で

多
忙

に
な

る
こ

と
、

職
場

の
雰

囲
気

が
取

得
し

づ
ら

い
こ

と
等

を
理

由
に

、
多

く
の

労
働

者
が

そ
の

取
得

に
た

め
ら

づ
ら

い
こ

と
等

を
理

由
に

、
多

く
の

労
働

者
が

そ
の

取
得

に
た

め
ら

い
を

感
じ

て
い

る
。

い
を

感
じ

て
い

る
。

逆
に

、
そ

の
取

得
に

た
め

ら
い

を
感

じ
な

い
労

働
者

が
そ

の
理

由
と

し
て

掲
げ

て
い

る
の

は
、

職
場

の
雰

囲
気

が
取

得
し

や
す

い
こ

と
等

と
な

っ
て

い
る

。
年

次
有

給
休

暇
の

取
得

は
、

企
業

の
活

力
や

競
争

力
の

源
泉

で
あ

年
次

有
給

休
暇

の
取

得
は

、
企

業
の

活
力

や
競

争
力

の
源

泉
で

あ
る

人
材

が
そ

の
能

力
を

十
分

に
発

揮
す

る
た

め
の

大
き

な
要

素
で

あ
る

人
材

が
そ

の
能

力
を

十
分

に
発

揮
す

る
た

め
の

大
き

な
要

素
で

あ
っ

て
、

生
産

性
の

向
上

に
も

資
す

る
も

の
で

あ
り

、
企

業
に

と
っ

て
っ

て
、

生
産

性
の

向
上

に
も

資
す

る
も

の
で

あ
り

、
企

業
に

と
っ

て
も

大
き

な
意

味
を

持
つ

も
の

で
あ

る
。

も
大

き
な

意
味

を
持

つ
も

の
で

あ
る

。
さ

ら
に

、
そ

の
取

得
率

が
向

上
す

れ
ば

、
経

済
・

雇
用

面
へ

の
効

果
も

期
待

で
き

る
。

こ
の

た
め

、
事

業
主

は
、

年
次

有
給

休
暇

の
完

全
取

得
を

目
指

し
こ

の
た

め
、

事
業

主
は

、
年

次
有

給
休

暇
の

完
全

取
得

を
目

指
し

て
、

経
営

者
の

主
導

の
下

、
取

得
の

呼
び

か
け

等
に

よ
る

取
得

し
や

て
、

経
営

者
の

主
導

の
下

、
取

得
の

呼
び

か
け

等
に

よ
る

取
得

し
や

す
い

雰
囲

気
づ

く
り

や
、

労
使

の
年

次
有

給
休

暇
に

対
す

る
意

識
の

す
い

雰
囲

気
づ

く
り

や
、

労
使

の
年

次
有

給
休

暇
に

対
す

る
意

識
の

改
革

を
図

る
こ

と
。

改
革

を
図

る
こ

と
。

ま
た

、
計

画
的

な
年

次
有

給
休

暇
の

取
得

は
、

年
次

有
給

休
暇

取
ま

た
、

計
画

的
な

年
次

有
給

休
暇

の
取

得
は

、
年

次
有

給
休

暇
取

得
の

確
実

性
が

高
ま

り
、

労
働

者
に

と
っ

て
は

予
定

通
り

の
活

動
を

得
の

確
実

性
が

高
ま

り
、

労
働

者
に

と
っ

て
は

予
定

通
り

の
活

動
を

行
い

や
す

く
、

事
業

主
に

と
っ

て
は

計
画

的
な

業
務

運
営

を
可

能
に

行
い

や
す

く
、

事
業

主
に

と
っ

て
は

計
画

的
な

業
務

運
営

を
可

能
に

す
る

等
効

用
が

高
い

。
し

た
が

っ
て

、
年

次
有

給
休

暇
の

取
得

促
進

す
る

等
効

用
が

高
い

。
し

た
が

っ
て

、
年

次
有

給
休

暇
の

取
得

促
進

を
図

る
た

め
に

は
、

特
に

、
計

画
的

な
年

次
有

給
休

暇
取

得
の

一
層

を
図

る
た

め
に

は
、

特
に

、
計

画
的

な
年

次
有

給
休

暇
取

得
の

一
層

の
推

進
を

図
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
計

画
的

な
年

次
有

給
休

暇
の

の
推

進
を

図
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
計

画
的

な
年

次
有

給
休

暇
の



取
得

に
は

、
労

使
間

で
１

年
間

の
仕

事
の

繁
閑

や
段

取
り

を
話

し
合

取
得

に
は

、
労

使
間

で
１

年
間

の
仕

事
の

繁
閑

や
段

取
り

及
び

当
面

う
こ

と
が

必
要

で
あ

り
、

労
使

双
方

に
と

っ
て

合
理

的
な

仕
事

の
進

達
成

す
べ

き
目

標
と

し
て

の
取

得
率

の
目

安
を

話
し

合
う

こ
と

が
必

め
方

を
理

解
し

合
う

た
め

に
も

有
益

な
手

段
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

要
で

あ
り

、
労

使
双

方
に

と
っ

て
合

理
的

な
仕

事
の

進
め

方
を

理
解

。
事

業
主

は
、

年
次

有
給

休
暇

の
取

得
促

進
を

図
る

た
め

、
業

務
量

し
合

う
た

め
に

も
有

益
な

手
段

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

事
業

主
は

を
正

確
に

把
握

し
、

個
人

別
年

次
有

給
休

暇
取

得
計

画
表

の
作

成
、

、
年

次
有

給
休

暇
の

取
得

促
進

を
図

る
た

め
、

業
務

量
を

正
確

に
把

年
次

有
給

休
暇

の
完

全
取

得
に

向
け

た
業

務
体

制
の

整
備

、
取

得
状

握
し

、
個

人
別

年
次

有
給

休
暇

取
得

計
画

表
の

作
成

、
年

次
有

給
休

況
の

把
握

を
行

う
こ

と
。

ま
た

、
労

働
基

準
法

（
昭

和
２

２
年

法
律

暇
の

完
全

取
得

に
向

け
た

取
得

率
の

目
標

設
定

の
検

討
及

び
業

務
体

第
４

９
号

）
第

３
９

条
第

６
項

に
基

づ
く

年
次

有
給

休
暇

の
計

画
的

制
の

整
備

、
取

得
状

況
の

把
握

を
行

う
こ

と
。

そ
の

際
、

労
働

時
間

付
与

制
度

の
活

用
を

図
る

こ
と

。
等

設
定

改
善

委
員

会
を

は
じ

め
と

す
る

労
使

間
の

話
合

い
の

機
会

に
お

い
て

年
次

有
給

休
暇

の
取

得
状

況
を

確
認

す
る

制
度

を
導

入
す

る
と

と
も

に
、

取
得

率
向

上
に

向
け

た
具

体
的

な
方

策
を

検
討

す
る

こ
と

。
ま

た
、

労
働

基
準

法
（

昭
和

２
２

年
法

律
第

４
９

号
）

第
３

９
条

第
６

項
に

基
づ

く
年

次
有

給
休

暇
の

計
画

的
付

与
制

度
の

活
用

を
図

る
こ

と
。

そ
の

際
、

連
続

し
た

休
暇

の
取

得
促

進
に

配
慮

す
る

と
と

も
に

、
当

該
制

度
の

導
入

に
向

け
た

課
題

及
び

解
決

策
に

つ
い

て
検

討
す

る
こ

と
。

さ
ら

に
、

週
休

日
と

年
次

有
給

休
暇

と
を

組
み

合
わ

せ
た

２
週

間
さ

ら
に

、
週

休
日

と
年

次
有

給
休

暇
と

を
組

み
合

わ
せ

た
２

週
間

程
度

の
連

続
し

た
長

期
休

暇
の

取
得

促
進

を
図

る
こ

と
。

そ
の

際
、

程
度

の
連

続
し

た
長

期
休

暇
の

取
得

促
進

を
図

る
こ

と
。

そ
の

際
、

取
得

時
期

に
つ

い
て

は
、

休
暇

中
の

渋
滞

、
混

雑
を

緩
和

す
る

た
め

当
該

事
業

場
の

全
労

働
者

が
長

期
休

暇
を

取
得

で
き

る
よ

う
な

制
度

分
散

化
を

図
り

、
よ

り
寛

げ
る

休
暇

と
な

る
よ

う
配

慮
す

る
こ

と
。

の
導

入
に

向
け

て
検

討
す

る
と

と
も

に
、

取
得

時
期

に
つ

い
て

は
、

休
暇

中
の

渋
滞

、
混

雑
の

緩
和

、
労

働
者

の
経

済
的

負
担

の
軽

減
な

ど
の

観
点

か
ら

分
散

化
を

図
り

、
よ

り
寛

げ
る

休
暇

と
な

る
よ

う
配

慮
す

る
こ

と
。

こ
れ

ら
に

加
え

、
年

次
有

給
休

暇
取

得
促

進
の

観
点

か
ら

、
労

働
こ

れ
ら

に
加

え
、

年
次

有
給

休
暇

取
得

促
進

の
観

点
か

ら
、

労
働

基
準

法
第

３
９

条
第

４
項

に
基

づ
く

年
次

有
給

休
暇

の
時

間
単

位
付

基
準

法
第

３
９

条
第

４
項

に
基

づ
く

年
次

有
給

休
暇

の
時

間
単

位
付

与
制

度
（

以
下

「
時

間
単

位
付

与
制

度
」

と
い

う
。

）
の

活
用

や
、

与
制

度
（

以
下

「
時

間
単

位
付

与
制

度
」

と
い

う
。

）
の

活
用

や
、

半
日

単
位

で
の

年
次

有
給

休
暇

の
利

用
に

つ
い

て
、

連
続

休
暇

取
得

半
日

単
位

で
の

年
次

有
給

休
暇

の
利

用
に

つ
い

て
、

連
続

休
暇

取
得

及
び

１
日

単
位

の
取

得
の

阻
害

と
な

ら
な

い
範

囲
で

、
労

働
者

の
希

及
び

１
日

単
位

の
取

得
の

阻
害

と
な

ら
な

い
範

囲
で

、
労

働
者

の
希

望
に

よ
る

も
の

で
あ

る
こ

と
を

前
提

と
し

つ
つ

、
検

討
す

る
こ

と
。

望
に

よ
る

も
の

で
あ

る
こ

と
を

前
提

と
し

つ
つ

、
検

討
す

る
こ

と
。

※
赤

下
線

部
が

今
回

の
改

正
箇

所
。

平
成

22
年

４
月

１
日

施
行

予
定

。
※

黒
下
線
部
は
労
働
時
間
等
設
定
改
善
指
針
の
一
部
を
改
正
す
る
件
（
平
成
21
年
厚
生
労
働
省
告
示
31
3号

）
に
よ
る
改
正
部
分
｡（

平
成
22
年
４
月
１
日
施
行
）



２
事

業
主

等
が

講
ず

べ
き

労
働

時
間

等
の

設
定

の
改

善
の

た
め

の
措

２
事

業
主

等
が

講
ず

べ
き

労
働

時
間

等
の

設
定

の
改

善
の

た
め

の
措

置
置

（
２

）
特

に
配

慮
を

必
要

と
す

る
労

働
者

に
つ

い
て

事
業

主
が

講
ず

べ
（

２
）

特
に

配
慮

を
必

要
と

す
る

労
働

者
に

つ
い

て
事

業
主

が
講

ず
べ

き
措

置
き

措
置

ロ
子

の
養

育
又

は
家

族
の

介
護

を
行

う
労

働
者

ロ
子

の
養

育
又

は
家

族
の

介
護

を
行

う
労

働
者

事
業

主
は

、
育

児
休

業
、

介
護

休
業

等
育

児
又

は
家

族
介

護
を

行
事

業
主

は
、

育
児

休
業

、
介

護
休

業
等

育
児

又
は

家
族

介
護

を
行

う
労

働
者

の
福

祉
に

関
す

る
法

律
（

平
成

３
年

法
律

第
７

６
号

）
等

う
労

働
者

の
福

祉
に

関
す

る
法

律
（

平
成

３
年

法
律

第
７

６
号

）
等

を
遵

守
し

、
育

児
休

業
、

介
護

休
業

、
子

の
看

護
休

暇
、

時
間

外
労

を
遵

守
し

、
育

児
休

業
、

介
護

休
業

、
子

の
看

護
休

暇
、

介
護

休
暇

働
の

制
限

、
深

夜
業

の
制

限
、

勤
務

時
間

の
短

縮
等

の
措

置
（

短
時

、
所

定
外

労
働

の
免

除
、

時
間

外
労

働
の

制
限

、
深

夜
業

の
制

限
、

間
勤

務
の

制
度

、
始

業
・

終
業

時
刻

の
繰

り
上

げ
・

繰
り

下
げ

、
所

所
定

労
働

時
間

の
短

縮
措

置
等

に
よ

り
労

働
時

間
等

の
設

定
の

改
善

定
外

労
働

を
さ

せ
な

い
制

度
等

）
の

労
働

時
間

等
の

設
定

の
改

善
を

を
行

う
と

と
も

に
、

そ
の

内
容

を
労

働
者

に
積

極
的

に
周

知
す

る
等

行
う

と
と

も
に

、
そ

の
内

容
を

労
働

者
に

積
極

的
に

周
知

す
る

等
制

制
度

を
利

用
し

や
す

い
環

境
の

整
備

を
図

る
こ

と
。

度
を

利
用

し
や

す
い

環
境

の
整

備
を

図
る

こ
と

。
特

に
、

男
性

の
育

児
等

へ
の

参
加

が
進

ん
で

お
ら

ず
、

ま
た

、
出

特
に

、
男

性
の

育
児

等
へ

の
参

加
が

進
ん

で
お

ら
ず

、
ま

た
、

出
産

後
の

女
性

が
就

業
継

続
を

希
望

し
な

が
ら

離
職

を
余

儀
な

く
さ

れ
産

後
の

女
性

が
就

業
継

続
を

希
望

し
な

が
ら

離
職

を
余

儀
な

く
さ

れ
る

場
合

が
見

ら
れ

る
現

状
を

踏
ま

え
、

男
女

が
共

に
職

業
生

活
と

家
る

場
合

が
見

ら
れ

る
現

状
を

踏
ま

え
、

男
女

が
共

に
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

の
両

立
を

実
現

で
き

る
よ

う
、

一
層

の
配

慮
を

す
る

こ
と

。
庭

生
活

の
両

立
を

実
現

で
き

る
よ

う
、

一
層

の
配

慮
を

す
る

こ
と

。
そ

の
際

に
は

、
行

動
計

画
策

定
指

針
七

の
１

に
掲

げ
ら

れ
た

事
項

そ
の

際
に

は
、

行
動

計
画

策
定

指
針

七
の

１
に

掲
げ

ら
れ

た
事

項
に

も
留

意
し

、
子

ど
も

の
出

生
時

に
お

け
る

父
親

の
休

暇
制

度
の

整
に

も
留

意
し

、
子

ど
も

の
出

生
時

に
お

け
る

父
親

の
休

暇
制

度
の

整
備

や
男

性
の

育
児

休
業

の
取

得
促

進
等

男
性

が
育

児
等

に
参

加
し

や
備

や
男

性
の

育
児

休
業

の
取

得
促

進
等

男
性

が
育

児
等

に
参

加
し

や
す

い
環

境
づ

く
り

、
よ

り
利

用
し

や
す

い
育

児
休

業
制

度
の

実
施

（
す

い
環

境
づ

く
り

、
よ

り
利

用
し

や
す

い
育

児
休

業
制

度
の

実
施

（
法

定
の

期
間

、
回

数
等

を
上

回
る

措
置

を
実

施
す

る
こ

と
、

休
業

期
法

定
の

期
間

、
回

数
等

を
上

回
る

措
置

を
実

施
す

る
こ

と
、

休
業

期
間

中
の

経
済

的
援

助
を

行
う

こ
と

等
）

等
に

も
努

め
る

こ
と

。
間

中
の

経
済

的
援

助
を

行
う

こ
と

等
）

等
に

も
努

め
る

こ
と

。
さ

ら
に

、
時

間
単

位
付

与
制

度
の

活
用

も
含

め
た

年
次

有
給

休
暇

さ
ら

に
、

時
間

単
位

付
与

制
度

の
活

用
も

含
め

た
年

次
有

給
休

暇
の

取
得

促
進

、
所

定
外

労
働

の
削

減
等

に
よ

り
、

子
の

養
育

又
は

家
の

取
得

促
進

、
所

定
外

労
働

の
削

減
等

に
よ

り
、

子
の

養
育

又
は

家
族

の
介

護
に

必
要

な
時

間
の

確
保

を
図

る
こ

と
。

族
の

介
護

に
必

要
な

時
間

の
確

保
を

図
る

こ
と

。
こ

れ
ら

の
子

の
養

育
又

は
家

族
の

介
護

を
行

う
労

働
者

に
配

慮
し

こ
れ

ら
の

子
の

養
育

又
は

家
族

の
介

護
を

行
う

労
働

者
に

配
慮

し
た

労
働

時
間

等
の

設
定

の
改

善
に

当
た

っ
て

は
、

各
企

業
に

お
い

て
た

労
働

時
間

等
の

設
定

の
改

善
に

当
た

っ
て

は
、

各
企

業
に

お
い

て
労

働
者

の
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

と
の

両
立

が
図

ら
れ

る
よ

う
に

す
労

働
者

の
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

と
の

両
立

が
図

ら
れ

る
よ

う
に

す
る

た
め

の
雇

用
環

境
の

整
備

に
関

す
る

取
組

の
状

況
や

課
題

を
把

握
る

た
め

の
雇

用
環

境
の

整
備

に
関

す
る

取
組

の
状

況
や

課
題

を
把

握
し

、
各

企
業

の
実

情
に

応
じ

、
必

要
な

対
策

を
実

施
し

て
い

く
こ

と
し

、
各

企
業

の
実

情
に

応
じ

、
必

要
な

対
策

を
実

施
し

て
い

く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
が

、
そ

の
際

、
厚

生
労

働
省

雇
用

均
等

・
児

童
家

庭
が

重
要

で
あ

る
が

、
そ

の
際

、
厚

生
労

働
省

雇
用

均
等

・
児

童
家

庭
局

長
が

定
め

た
「

両
立

指
標

に
関

す
る

指
針

」
を

活
用

す
る

こ
と

も
局

長
が

定
め

た
「

両
立

指
標

に
関

す
る

指
針

」
を

活
用

す
る

こ
と

も
効

果
的

で
あ

る
。

効
果

的
で

あ
る

。

※
赤

下
線

部
が

今
回

の
改

正
箇

所
。

平
成

22
年

６
月

3
0
日

施
行

予
定

。
※

黒
下
線
部
は
労
働
時
間
等
設
定
改
善
指
針
の
一
部
を
改
正
す
る
件
（
平
成
21
年
厚
生
労
働
省
告
示
31
3号

）
に
よ
る
改
正
部
分
｡（

平
成
22
年
４
月
１
日
施
行
）
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